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研 究 主 題

人間 と しての生 き方 についての自覚 を深め、主体的 に生 きる力を育て る道徳 の時間の指導

1研 究主題設定の理由

現在、国民 の生活 は便利 にな り、物質 的 に も恵 まれて、 ほ とん

多様化 す る価値観 の中で どの人 が中流以上 の意識 を もってい ると言われ る。 その豊 か さの

中で様 々な考 え方 や生 き方が生 まれ、価値観 はます ます多様 化 の

傾 向にあ る。 この社会 を心豊 かに生 きて い くためには、 い ろいろな価値観 を もった人 とかか

り合 いなが ら共 に生 きる ことので きる資質や能力 を育 て ることが求 め られる。 そのため には、

生徒一人一人 が 自分で課題 を見付 け、 自ら学 び、 自 ら考 え、主体 的 に判断 で きる よ う自己 の

考 えを確立 す るとと もに、他 の人 の存在 や価 値観 を認 める ことので きる資 質 を伸 ば して い く

ことが大切 であ る。21世 紀 を生 きる人 間 と して、 生 きる力 を身 に付 けた豊 か な人 間性 を育 て

て い くことが、学校教育 の最 も重要 な使命 であ る。

価値観 の多様化 す る社会 の中で育 って きた生徒 たちは、様 々な課題 が生

生 徒 たちの現状1じ て いる。情報 の氾 濫が いろいろな考 えを促 し、核家族化 が幅広 い年 齢 層
1
の人 々との生活体験 を減少 させ、物質過剰 の使 い捨て時代が物 を大切 にす

る考 えや感謝の気持 ちなどを失 わせて いる。 そのため、 自分が どん な価値 のあ る人 間 なのか、

また、 どんな価 値の ある人間 にな りた いのか とい った、「自分探 しの旅 」 に混乱 を きた してい

る。 しか し、逆 に多様化 の時代 は、生 徒 たちに とって どの方向 に も進 路 を 向 けやす い とい う

こと もいえ る。 中学 生 とい う発達段 階か らして生徒 たち は今、 混乱 と動 揺 の 中 にい るが、 自

分の中 に光 る個性 を発見 し伸 ば してい く積極 性 と自分 とは異 な る多様 な価 値 観 を受 け入 れ る

広 い心 を共 に獲得 して欲 しい と思 う。

多 くの課題 を抱 えてい る中学 生で はあるが、 すべての生徒が 自己

豊 かな人間性 を育 て る を深 く見 つめ、 自分 の人生 を よりよ く生 きたい とす る内か らの願 い

も強 くもって いる。教師 は この願 いを くみ とり、生徒 が主体 的 に 自

己実現 しよ うとす る態度 を育 成で きるよ う指導 ・援 助 して い くことが重要 な課題で あ る。

問題 を よ りよ く解決 してい く資質や能力 を育 て るとと もに、 自 ら律 しっ っ他 の人 と共 に協

調 し、他 の人 を思 いや る心 や感動 す る心 など、豊 かな人間性 を育て る ことが これ か らの時 代

に生 きる生徒 にと って大切 な ことであ る。学校教育 の中で豊か な人 間性 を育 て る指 導 の要 と

なる道徳 の時間の果 たす役割 は ことの他大 きい といえ る。

「一一一一一一「 上記 の課題 にこたえ るために研究 主題 を 「人間 と しての生 き方 にっ いて の 自

研 究の方法 覚 を深 め、主体 的 に生 きる力 を育て る道徳 の時間 の指導」 と設定 した。そ して、

第1分 科会 は 「主 と して 自然 や崇 高な もの とのか かわ りに関す るこ と』 か ら内

容項 目3-(2>「 生命 の尊重」 を、第2分 科会 で は 『主 と して 自分 自身 に関 す るこ と」 か ら内

容項 目1-(5)「 個性 の伸 長」 をそれ ぞれ取 り上 げた。各分科会 で は、 内容項 目の検 討 、生 徒

の実 態把握、指導資料 の収 集 と分析、指導過程 や指導方法 の検討等 を研究 授業 にお け る生 徒

の反応 を参 考 に しなが ら研究 ・協 議 し、生徒 の心 に響 く道徳 の時 間 の指導 の在 り方 を求 め授

業 の改善 ・工夫をす る ことに よって、研究主題 に迫 ろ うと考 えた。
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II内 容項 目3-(2)「 生命の尊重」 につ いての指導(第1分 科会)

1主 題 設 定 の理 由

我 が 国 の 経 済 水 準 が上 昇 した こ と に よ り人 々 の生 活 が物 質 的 に も豊 か に

生 命 軽 視 の 風 潮 な っ た。 そ して 、 核 家 族 化 や少 子 化 が 進 み、 医 学 が急 速 に進 歩 した た め、

生 命 の 誕 生 や 死 を 身 近 に感 じる こ とが 少 な くな って きた。 これ は、 生 命 の

神 秘 性 や 生 命 の尊 厳 に対 す る感 覚 を鈍 らせ 、 い じめ問 題 に も見 られ る よ う に、 他 の人 の心 と

体 を平 気 で 傷 付 け る よ うな こ とに もつ な が って い る。

幼 少 の頃 か らの詰 め込 み教 育 に も拍 車 が か か り、生 徒 た ちの 習 い事 に費

ゆ と りの 減 少 や され る時 間 も年 々増 え て きて い る。 そ の た め 、 生 徒 た ちは時 間 ばか りか、

一 人 遊 びの 増 加 心 の ゆ と りさ え もな く して い る
。 そ して、 テ レ ビの一 人 一 台 の 時 代 の 到 来

や テ レ ビゲ ー ム の普 及 は、一 人 で も手 軽 に遊 べ る楽 しさを 子 供 た ち に 覚 え

させ た。 そ れ は、 友 達 との心 の交 わ りを もつ 機 会 の減 少 に もっ なが って い る。 テ レ ビな ど で

は結 果 は 自 らが 作 る もの で はな く、 作 られ て い くの を 傍 観 す る もので あ る と い え る。 そ の た

め 、 自分 の 感 情 を言 葉 や 身 体 や行 動 を 通 じて表 現 す る場 面 も減 少 して しま うの で あ る。

一 人 っ子家 庭 が 多 くな った こ とに よ り
、 親 の子 育 て も過 保 護 に な っ

問題 解 決 能 力 の低 下 て きた。 親 は、 子 供 に対 し、 勉 強 が最 も大 切 と考 え、 家 庭 内 で の 役 割

分 担 さ え 与え な くな って い る。 見 方 に よ って は、 とて も恵 ま れ た 状 況

で生 活 して い るよ うに見 え るが 、 他 方 で は体 験 を通 して の問 題 を解 決 して い く能 力 さ え も低

下 させ て い る。 この こ とが 、 人 間 関 係 の トラ ブル と して 起 こる い じ め な ど を 発 生 しや す く し

て い る と と もに、 起 こ った 問 題 を よ りよ く解 決 して い こ う とす る力 を 弱 め て い る。

中学 生 の 時 期 は、 心 と身 体 の成 長 の ア ンバ ラ ンス か ら、 と もす る

生 へ の 価 値 の発 見 が と感 情 に ま か せ た行 動 を と る こ と もあ る。 ま た集 団 か ら はず れ た 行

い じめ ・自殺 の解 決 へ 動 を と る こ と に よ り、 自分 に被 害 が及 ぶ こ と を恐 れ、 仲 間 外 れ や い

じめ の傍 観 者 と して 見 過 ご して しま う場 面 も少 な くな い。 これ は、

他 人 に対 す る思 い や りの 欠 如 や 、 生 命 軽 視 の風 潮 が 大 き く影 響 して い る と考 え られ る。

生 徒 を取 り巻 く社 会 的 な 背 景 や 、 中 学 生 の発 達 段 階 を 考 え た と き、 生 きて い る こ と に感 謝

の 念 を もち、 人 間 ら し く精 一 杯 生 きて い く こ と に価 値 を 見 い だ す こ と は大 切 な こ と で あ る。

さ らに、 お互 い が支 え合 って 共 に生 きて い く こ とが 、 現 在 、 社 会 問 題 と ま で な って い る い じ

めや 自殺 を な くす こ との 糸 口 に な る と考 え られ る。

「生 命 」 とは、 何 もの に も代 え が た い もの で あ り、 そ の 神

人 間 と して の生 き方 を求 め て 秘 性 に 畏 敬 の念 を もっ と と もに、 す べ て の生 命 の 尊 厳 に気 付

くこ とが あ る。 そ して 、生 命 を 大 切 に した生 き方 が 他 の者 の

苦 しみ を理 解 し、 互 い に 助 け合 って 共 に生 きて い こ うと す る力 を与 え て く れ る もの で あ る。

以 上 の こ とか ら、 第1分 科 会 で は、 「人 間 と して の生 き方 の 自覚 を深 め、 主 体 的 に生 き る力 を

育 て る道 徳 の 時 間 の指 導 」 と して 、 内容 項 目3-(2)「 生 命 の尊 さを 理 解 し、 か け が え の な い

自他 の生 命 を尊 重 す る よ う にす る」 を取 り上 げ、 内 容 項 目 の と らえ 方 、 生 徒 の 実 態 把 握 、 資

料 の収 集 ・検 討 ・指 導 方 法 や 指 導 過 程 等 の 工 夫 にっ いて 研 究 を進 め る こ と に した。
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2研 究 の 内 容 と方 法

(1)内 容 項 目3一 ② の と らえ方

生 命の尊 さを理解 し、 か けがえのな い自他 の生命 を尊重 す るよ うにす る1

生命 の体験 を心 に植 え る

中学 生 期 の生 徒 の心 は激 し く も ろい。 精 神 的 な疾 風 怒 濤 の 時 代

と も言 わ れ るよ う に、 と もす る と極 端 に走 りや す く、 この こ と は

L-一 一一一一 一一 一 一 一 」 生 命 に対 す る考 え 方 に も見 られ る
。 路 上 の 虫 も踏 ま な い優 し い気

持 ちが あ るか と思 え ば一 方 で 、 「い じめ」 に も見 られ る よ うな、 思 い や りの な さが 同 居 す る こ

と も あ る。

さ らに、 テ レ ビゲ ー ムな どの 擬 似 体 験 の氾 濫 は、 生 へ の 慈 しみ や 死 へ の 嫌 悪 を 軽 い 感 覚 に

して しま って い る。 さ らに マ ス コ ミの あっ か う安 易 な神 秘 体 験 ・生 ま れ 変 わ りの 話 な ど も 自

他 の 生 命 を な い が しろ に す る風 潮 を 生 み 出 す 作 用 を して はい な いだ ろ うか 。 本 来 、 生 は 崇 高

な もの で あ り死 は忌 避 す る も の で あ る。 こ の こ とを 理 解 す る た め に は、 発 達 段 階 に 応 じて

「生 命 の尊 さ ・い とお しさ ・温 も り とい った こ とを 肌 を 通 して感 じられ る よ う体 験 を通 して 」

学 ぶ必 要 が あ る。

人 間 は一 人 で は生 きて い け な い。 青 年 期 に入 ろ うと して い る 生 徒

医
命 の か か わ りを学 ぶ は、 様 々 な壁 に あ た る度 に、 こ の こ とを実 感 す る こ と に な る。 日 々

の 生 活 や 学 習 の課 題 の一 つ一 っ を解 決 して い きな が ら、 他 と協 力 す

る こ との大 切 さ を知 る。 目標 の達 成 、行 事 の 成 功 、 あ るい は挫 折 の悔 し さ な ど を 経 て 、 相 手

の 立場 を尊 重 す る こ との重 要 さ や、 話 し合 い の ル ー ル な どを 多 くの仲 間 の 中 で 経 験 す る。 こ

れ らの人 間 同 士 のか か わ り合 い を通 じて 「生 きて い る って素 晴 ら しい」 と い う感 動 を 伴 っ た

実 感 が一 人 一 人 の 生 徒 の胸 に わ くよ うな指 導 を 工 夫 した い。

以 上 の よ うに生 命 の尊 さを と らえ た

生 命 を守 ろ う と 上 で 、 これ を イ メ ー ジ化 した もの が 図

す る意 欲 を育 て る1で あ る。 この 図 の 中 に は次 の よ うな

願 い が込 め られ て い る。

地 球 上 の あ り とあ らゆ る生 き と し生 け る もの の生 命 を謳

歌 し、 互 い に学 び 、 人 と触 れ 合 い、 自分 を 表 現 す る な ど 、

様 々 な体 験 、 経 験 を通 じて 、 生 き る喜 び を感 じて欲 しい。

さ らに、 生 命 の大 切 さを 「自分 の命 を 自分 で が ん ば る」

と と もに 「自分 の生 が他 に も励 ま しを 与 え て い る」 と と ら

え 、 お互 いが 支 え あ って生 きて い る事 に気 付 か せ た い。

そ して どん な に っ らい事 に 出 会 って も、 そ れ を乗 り越 え、

生 命 を か けが え の な い もの と考 え 、 これ を賛美 し勇気 を もっ

て守 ろ う とす る意 欲 を も って も らい た い。

図1生 命の尊重のとらえ方
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(2)各 学 年 の指 導 の ね らい

一第1学 年 一

自他 の生 命の大切 さを深 く自覚 す るとと もに、互 いの存在 をかけがえのな い ものと し

L望 墨 する心情を育てる.____一 一 一⊥-iI

毎 日の生 活 の 中 で 生 徒 は と もす る と、 生 き る こ との素 晴 ら しさを 忘 れが ち にな る。 さ らに、

い じめ を恐 れ 多 数 主 義 的 な考 え に流 され る こ と もあ り、 友 達 に対 して の 思 い や りの な さや 自

他 の生 命 を 軽 視 す る風 潮 もあ る。 そ こで 、 生 命 の有 限性 を 実感 し、 人 間 と して の生 き方 や 互

い に支 え 合 って 生 きて い くこ との 大 切 さ を理 解 す る こ とが 大 切 で あ る。

〈資 料 例 〉 「僕 は眠 らな い。 智 君 の青 春 」 ニ ッポ ン放 送

「へ そ の緒 」(中 学 校(道 徳)読 み物 資 料 とそ の利 用3文 部 省)

一第2学 年 一

一 '一 　一一一一一一一一一 一一一「

生 きて い る もの す べ て に 目 を 向 け、 生 命 の 不 思 議 さや 素 晴 ら しさ を感 じと ろ うとす る

意 欲 を育 て る。

都 市 型 の生 活 の 中 で育 っ た多 くの生 徒 は、 自然 と触 れ 合 う機 会 も乏 し く、 生 命 の神 秘 さ や

素 晴 ら し さに感 動 す る こ と も少 な い。 そ こで 、 「生 命 」 を人 間 だ け に 限 らず 、 生 き と し生 け

る もの す べ て に 広 げ、 命 あ る もの の素 晴 ら しさや 神 秘 性 に気 付 く こ とが大 切 で あ る。

〈資 料 例 〉 「牛 の お 産 」(中 学 校(道 徳)読 み物 資料 とそ の利 用3文 部 省)

「ミハ イ ル の夢 」(中 学 校(道 徳)読 み物 資 料 とそ の利 用3文 部 省)

一第3学 年 一

生命 の尊 さを理解 し、 自己実 現の ために人間 と して望 ま しい生 き方 を実践 しようとす

L塑 璽 る0

この時期 は、進路選択 に対 しての意識 も高 ま って くる。 しか し、 自分 の利益 を求 め るあま

り他人の感情 を無視 した り、命 を粗末 に扱 う場合 もあ る。 そ こで、生命尊重 の精 神を人間形

成 の基盤 と し、思 いや りの心 を もち互 いに支 え合いなが ら有意義 な人生 を築 こうとす る態度

を育て ることが大切 であ る。

〈資料例〉 「たとえぼ くに明 日はな くとも」

(中学校(道 徳)読 み物資料 とそ の利用3文 部省)

「生 きがいを求 めて」

(中学校(道 徳)読 み物資料 とそ の利用3文 部省)
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(3)生 徒 の 実 態 把 握

学 級 担 任 が 、 ク ラス の生 徒 一 人 一 人 の よ さ や そ の 芽 を 的 確 に把 握 す る こ と に よ って 、 「生

命 の尊 重 」 にっ い て の意 識 を 深 めて い く授 業 が で き るの で は な い か と考 え た。 そ の 手 立 て と

して今 回 は、 座 席 表 を活 用 す る こ と に した。 この座 席 表 に は、 事 前 に生 徒 の 意識 や 行 動 傾 向

な ど を、 加 点 的 発 想 で記 入 して お い た。 情 報 を収 集 す るに 当 た って は、 生 徒 一 人 一 人 の 「よ

り多 くの よ さ」 を 集 め る とい う趣 旨か ら、 多 くの先 生 方 に も協 力 して も ら う こ と に した。 そ

して た く さん の 情 報 か ら、 今 ま で担 任 が 気 付 か な か った生 徒 の よ さ を知 る こ とが で き、 生 徒

を 目 の前 に して 新鮮 な気 持 ち で授 業 に 臨 む こ とが で きた。

ま た、 授 業 に お いて は意 図 的 な指 名 に役 立 て 、 生 徒 か らの意 見 ・感 想 に対 して、 そ の 生 徒

の 学 習 状 況 に応 じて 生 か す よ う指 導 ・援 助 を 展 開 す る こ とが で きた。

友 達 思 い。 思 慮 深 い。 よ く気 が付 く。 優 しい。 仕 事 熱 心 。

正 義 感 が強 い。 周 囲 に左 右 さ れ な い。 落 ち着 きが あ る。

明 る く素 直。 真 面 目。 思 い や りが あ る。 誰 とで もな か よ くで き る。

礼 儀 正 しい。 冷 静 に 判 断 で き る。 集 中力 が あ る。 一 生 懸 命 に取 り組 め る。

1年C組 座席表

A B!c D E F G H

素直

協力的

細かい気配 り

ができ る

サ ッカー ◎

真面 目

おとな しい

穏やか

コツコツと努力

す る

仕事がていねい
バスケ部

明 るい

はっき りして

いる

責任感が強 い

負 けず嫌 い

友達思い

思慮深い

気が付く

優しい

仕事熱心

落 ち着 いている

穏やか

マ イペ ース

明 るい

発言でき る

大 きな声で歌

え る

ムー ドメーカー

素直

友人が多い

優しい

班長
バスケ部

1 J K L M N 0 P Q

友達 に優 しい

真面 目

マ イペ ース

好奇心旺盛

明るい

積極的
班長
バスケ部

行動的

個性的
テニス部

周囲へ気配りが
できる

発言が多い

責任感が強い

仕事熱心

声が大きい

自分の考えを

言える

ひらめき◎

学級委員

冷 静

優 しい

ねば り強 い

仕事が ていね

い

仕事がて いねい 明るい1
明 るい 友達 をま とめ

落ち着 きが ある

学級委員

1
指示 を出せ る

テニ ス部

ものお じ しない

几帳面

トランポ リンに

熱心

一
(4>指 導 の 工 夫

① 資 料 選 定 の観 点 ・内 容

第1分 科 会 で は、 中学 校 指 導 書 道 徳 編(平 成 元年3月 文 部 省)に 示 さ れ た 内容 の 中 か

ら 「生 命 の尊 厳 に気 付 か せ る」 と と もに 「人 間 と して ど う生 きれ ば い い のか にっ い て 自覚

を深 め させ る」 こ とを 中心 と して 扱 う こ とに した。 ま た、1時 間 と い う道 徳 の時間 の 中で 、

生 徒 た ち に新 鮮 な感 動 を与 え 、心 を 大 き く揺 さぶ る こ とが で きる 内容 の もの を使 用 した い

と考 え、 以 下 の 諸 点 を満 た す よ うな 資 料 を選 定 す る こ と に した。

げ)新 鮮 な感 動 を 与 え 、 心 を大 き く揺 さぶ る もの。

(イ)内 容 が難 し くな く、 生 徒 に と って 理 解 しやす い もの。

(ウ)内 容 が生 徒 た ちの 生 活 か ら、 か け離 れ て い な い もの。

国 死 と の対 比 で はな く、 生 き る こ とを 主 体 的 に扱 った もの。

以 上 の観 点 か ら多 くの資 料 を検 討 した結 果 、 ニ ッポ ン放 送 よ り平 成4年 に ラ ジ オ放 送

され た ドキ ュ メ ン ト 「僕 は眠 らな い。 智 君 の 青 春 」 を資 料 と して 選 定 した。
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② 授 業 の構 想

今 回 の研 究 で は、 「命 と はか けが え の な い大 切 な もの で あ る」 とい う こ と を 中 心 に取

り上 げ授 業 を 展 開 して い く こ とに した 。 まず 「命 の尊 厳 」 に っ い て 気 付 か せ 、 そ こか ら

「命 を 無 駄 に せ ず大 切 に して 生 きて い く」 こ とを 考 え させ る。 そ して 、 考 え た 内 容 を普

段 の生 活 で 生 か して い く よ うな道 徳 的 実 践 力 を身 に付 け させ る こ とを 目的 と して い る。

っ ま り、 「人 間 と して の 生 き方 に っ い て 自覚 を 深 め 」 「主 体 的 に生 き る力 を育 て る」 わ け

で あ る。 授 業 を構 想 して い く上 で 、 生 徒 に理 解 して欲 しい こ と は 「命 の大 切 さ」で あ り、

また、 そ こか ら生 ま れ て くる 「命 を大 切 に した生 き方」 で あ る。 こ の二 っ を柱 に 、 いか

に授 業 を 展 開 して い くか 考 え た。 今 回 使 用 した資 料 は、 読 む 者 にか な りの感 動 を 与 え る

もの で あ る。 そ こに は、 二 十 歳 で 幕 を 閉 じた智 君 の 生 き ざ まが 記 さ れ て い る。 ア イバ ン

クの 角 膜 提 供 登 録 を行 っ た り、 病 気 を治 す ロ ボ ッ トを 作 ろ うと した り、 そ の行 動 か ら智

君 の 願 い や夢 が伝 わ って くる。 こ こで注 意 した い こ と は、 死 を美 化 しな い こ と で あ る。

亡 くな った た め の保 険 金 か ら音 の 出 る信 号機 が設 置 され たが 、 死 ぬ こ とに よ って よ い結

果 が 生 ま れ た と考 え て 欲 し くな い の で あ る。 また 、 病 気 に な った か ら この よ うな行 動 を

と った と も考 え て欲 し くな い の で あ る。 病 気 を 治 す ロ ボ ッ トを作 ろ う と した の も、 生 き

る ことへ の強 い執 着 が あ っ た か ら と と らえ た い。

生 徒 た ち は、 鳥 や 虫 に も命 が あ る こ とを 知 って い る。 しか し、 鳥 を抱 い た と きの 暖 か

さや 鼓 動 か ら命 の温 も りや響 きを感 じ、 虫 を 捕 まえ た と きの羽 ば た きか ら命 の躍 動 を感

じる とい う経 験 を した者 は少 な い。 「命 」 は知 って い て も 「生 き る」 と い う こ と を ま だ

十 分 に感 じ と って い な い の で あ る。 この 授 業 を通 し、 鳥 や虫 か ら伝 わ って くる命 の躍 動

感 と似 た もの を 体 験 し、 「生 き る」 とい う こ と、 「命 は か け が え の な い もの」 とい う こ と

が生 徒 の心 に響 き渡 り、 「命 を大 切 に して生 きて い こ う」 とす る気 持 ち が 湧 い て くる よ

うに な って欲 しい と考 え た。

③ 指 導 方 法 と指 導 の工 夫

指 導L考 慮 した点 は、 「資 料 を読 ん だ と きの 感 動 を いか に薄 れ させ ず に授 業 を 展 開 し

て い くか 」 「生 徒 か ら多 くの考 え や意 見 を 吸 い上 げ る に は ど う した らよ いか 」 「生 徒 の 心

に 直接 伝 わ る よ うな発 問 は どん な発 問 か 」 とい う こ とで あ る。以 上 の点 に配 慮 しなが ら、

以 ドの導 入 か ら終 末 ま で を 考 え た。

(ア)導 入 にお け る工 夫

導 入 で は、 「か けが え の な い もの と は何 か 」 と生 徒 に発 問 す る こ と に よ り、 生 徒 の 興

味 ・関 心 を 引 きな が ら、 これ か ら学 ぼ う とす る こ とを 自然 に知 らせ る方 法 を 考 え た。 こ

れ に よ り、 生 徒 の発 言 か ら中 学 生 が認 識 して い る、 か けが え の な い もの の 程 度 も把 握 で

き る。 こ こで教 師 は、 生 徒 の発 表 を あ るが ま ま に受 け と め るよ う心 が け た。

(イ)展 開 に お け る工 夫

先 に も述 べ た が 、 読 む 者 に か な りの感 動 を与 え る資 料 な の で、 そ の 感 動 を薄 れ させ る

こ とな く展 開 す る こ と を考 え た。 そ の た め 、 発 問 の内 容 も生 徒 の 言葉 で 表 現 し、 自然 に

発 問 内容 が伝 わ る よ うに工 夫 した。 また 、 基 本 とな る発 間 数 が 多 い と生 徒 の感 動 が 薄 れ

た り、 思 考 が と ぎれ た りす る と考 え 、 発 問 も最 小 限 に お さ え た。 そ して,生 徒 自身 が 考
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え る時 間 を で き るだ け多 く とる よ うに した。 した が って、 最 初 の発 問 も 「最 も心 に残 っ

た と ころ は ど こか」 と い う内 容 に しぼ り、 さ らに生 徒 の言 葉 に 直 し 「一 番 心 に ジー ン と

き た と ころ は ど こか 」 と い う言 葉 に変 え た。 これ に よ り感 動 した と こ ろを 振 り返 り、 生

徒 が 自分 で そ の 内容 に迫 る と い う方 法 を と った。 っ ま り、 生 徒 一 人 一 人 が 実 感 して い る

そ れ ぞれ の角 度 で命 の 大 切 さを と らえ られ るよ う考 え た。

二 っ め の発 問 が主 発 問 と な るが 、 智 君 の 行 動 や 心 情 か ら導 か れ る主 体 的 な生 き方 を

「命 を大 切 に した生 き方 って どん な生 き方 だ ろ う」 と投 げ か け る こ と に よ り資 料 か ら離

れ 、 自分 に照 ら し合 わ せ て 各 自で 考 え る よ うに した。 じっ く りと考 え る こ とか ら道 徳 的

実 践 力 が 養 わ れ る こ とを ね らい と して い る。 資 料 で 高 ま っ た感 動 を も とに しな が ら、 命

を 大 切 に して 生 きて い こ う とす る心 情 や 意 欲 を育 て る方 向 へ と導 くの で あ る。

ど ち らの発 問 に対 して も、 まず 自分 の気 持 ち や 考 え を ま と め させ て文章 化 し、 そ の後 、

発 表 させ る。 この結 果 、 多 くの 思 いや 考 え を表 現 し、 さ らに互 い に交 換 し合 う こ とが で

き る。 ま た、 発 表 で きな か った生 徒 か ら も書 き記 した もの を 集 め る こ とに よ り意 見 が 吸

収 で き る。 発 表 に対 して も、 「そ れ に っ い て ど う思 うか 」 とか 「先 生 も そ う思 う」 等 、

内容 に よ って は さ らに掘 り下 げ た り、 生 徒 の意 見 に対 し共 感 した り受 容 した り した。 し

か し、生 徒 自身 が し っか り考 え 、 気付 くこ とが ね らい な の で 、 生 徒 同士 で議 論 を した り

グル ー プで 話 し合 った り とい う こ と は敢 え て 行 わ な か った。

な お 、授 業 の 実 施 に 当 た り、 ラ ジ オ放 送 を 録 音 した テ ー プを 聞 か せ な が ら同 時 に プ リ

ン トを 目読 す る方 法 を と った。 これ に よ り、 生 徒 は 臨場 感 を もって ス ム ー ズに 資 料 の 世

界 に ひ た る こ とが で きる。 ま た、 読 み手 の 力 量 は もち ろん、 効 果 あ る音 響 や母 親 の 声 に

よ り、 さ らに資 料 に入 り込 め る もの と考 え た。

(ウ)終 末 に お け る工 夫

「この授 業 を 受 けて 、 感 じた こ と考 え た こ と を 自由 に書 い て み よ う」 とい う教 師 の 指

示 で各 自が この 授 業 の感 想 を書 く。 この 作 業 に よ り授 業 を振 り返 り、 「命 の 大 切 さ」 「命

を大 切 に した生 き方 」 を 自分 な りに再 確 認 す る の で あ る。 書 い た もの は後 に 、道 徳 だ よ

りに掲 載 して紹 介 す る。

(5)指 導 事 例(第1学 年)

① 主 題 名 生 命 の 尊 重 〈内 容 項 目3-(2)〉
さとし

② 資 料 名 「僕 は眠 らな い 智 君 の青 春 」(録 音 テ ー プ)

(ニ ッポ ン放 送 「青 春 放 送 局 ミニ ドキ ュ メ ン ト」)

③ 主 題 設 定 の理 由

中学 校 の段 階 で は、 生 命 は尊 重 され な けれ ば な らな い もの で あ る こと は誰 で も観念 的 に

分 か って は い るが 、 まだ 、 十 分 に生 命 の尊 厳 に対 す る理 解 が深 ま って い る とは言 い難 い。

日常 の生 活 の 中 で も核 家 族 化 や少 子 化 な どが 進 み、 「死 」 や 「病 」 に接 した こ と の な

い生 徒 が大 多 数 で あ ろ う。 それ は、 「生 」 に対 す る感 謝 の 気 持 ち や 「生 命 」 の 崇 高 さ を

実 感 と して と らえ る機 会 が 乏 しい とい う こ と に もっ な が って い く。

そ こで、 不 安 定 で は あ るが 、 感 受 性 が豊 か な こ の時 期 に、 生 命 はか けが え の な い もの

で あ り、 人 生 は一 度 だ けの 貴 重 な もの で あ る こ と を理 解 さ せ、 そ れ をふ ま え た上 で 自分
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が これ か らの人 生 の 中 で 、 ど う生 きて い くべ きな の か を 自覚 させ た い。

以 上 の よ うな理 由 か ら、 本 主 題 を設 定 した。

④ ね らい

・命 の大 切 さ に気 付 く。

・一 生 懸 命 生 き る こ と の大 切 さを考 え る。

⑤ 指 導 過 程

学習内容と主な発問 予想 される生徒の反応 指導上の留意点(評 価の観点)

導

入

!本 時の授業内容の説明を聞く。

① 「自分自身にとってかけがえの

ないものは何ですか。」 考えを

発表する。

○本時 の内容 に興味 を示 す。

・友達、家族、 自然、心、愛、 空

気、 お金、親、愛、 平和。

○ 「か けがえの ない もの」 を 「一番大

切な もの」 と言 い換 えて もよい。

○ いろいろな生徒 に発表 させ る。

(授 業 に対す る心構 えがで きたか。)

展

開

2資 料 を配布 し録音 テー プを聞

く。

3ワ ー クシー トにそ って次の内

容 を考 える。

② 「心 に一番 ジー ンときた ところ

はどこです か、 また、 どう して

そのよ うに思 ったのですか。」

自分 の気持 ちや考えを発表す る

③ 「どのよ うな生 き方が命 を大切

に した生 き方だ と思 いますか。」

自分 の考えを発表す る。

0真 剣 に聞 き入 る。

・アイバ ンクに行 った こと
Q

・成人式 での智君の様子
。

・成人式 での母親の態度。

・夢 の実 現 に向け頑張 っている姿。

・周 りを気遣 う様子。

・二度 の涙を見せた時の心情。

・一 生懸命生 きること。

・自他共に思 いや ること。

・悔 いを残 さないこと。

・満足の い く生 き方 をす る
。

・夢や希望 を もって生 きる こと
。

○テープを聞いた後、余韻を残 しなが

ら、ワークシー トを配布する。

○各設問は模造紙に記載 した ものをそ

の都度提示する。

○録音を聞いた直後の気持ちを大切に

する。

0机 間指導をして生徒の書いた内容を

把握 し、様々な意見を発表させる。

(真剣に課題 と取り組んでいるか。)

○机間指導を して生徒の書いた内容を

把握する。

(命の大切さが感 じとれたか。)

(一生懸命生きていこうとする姿勢が

生 まれたか。)

終

末

4本 時のまとめをする。

④ 「今日の授業で感 じたこと、考

えたことは何ですか。」

自分の考えを発表する。

○授業を振 り返 って、 自分 の考 え

を まとめる。

・命の大切 さ、素晴 らしさ。

・何事 に も一生懸命取 り組むこと。

・自他共 に大切 にす ること。

0な るべ く多 くの生徒 に発表 させ る。

(命 を大切 に して、 日々を充実 させて

いこ うとい う気持 ちが生 まれ たか。)

⑥ 評 価 の 工 夫

この 資 料 は、 テ ー プ を聴 く生 徒 に大 き な感 動 を与 え る。 そ の 感動 を 「主 体 的 に生 きる」

意 欲 を もた せ る と ころ ま で 昇 華 させ る こ とが この授 業 で 目指 す と こ ろ で あ る。 指 導 過 程

を通 して 、 ど の程 度 達 成 で き たか を知 る た め に、 以 下 の3点 に そ って 、 評 価 を 行 っ た 。
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切 座 席 表

事 前 に行 った 「生 徒 の実 態 把 握 」 を もと に、 座 席 表 を活 用 した。 こ の座 席 表 か ら は生

徒一 人 一 人 が も って い る 「生 命 の尊 重 」 にか か わ る気 持 ち や、 考 え 、 意 識 、 行 動 傾 向 な

どの よ さ を発 見 す る視 点 か らで き るだ け詳 し く と らえ て お い た。 また 、 授 業 を進 め る中

で座 席 表 を利 用 す る こ と に よ り意 図 的 に 生 徒 を指 名 す る こ とを考 え た 。

(イ)机 間 指 導

生 徒 が ワ ー ク シー トを 書 い て い る間 は、 机 間 指 導 を行 った。 これ を通 して 、 生 徒 が本

時 の 「ね らい」 に どれ く らい近 づ い て い るか を と らえ た。 ま た、 と らえ た こと を も とに

して、 生 徒 を意 図 的 に 指 名 し、 発 表 させ る こ と に よ り、 い ろ い ろ な 考 え 方 を 全 体 に広 め

るよ うに した。

(ウ〉 道 徳 だ よ り

後 日、 ワ ー ク シー トに 書 か れ た意 見 を ま とめ 、 「道 徳 だ よ り』 と して 生 徒 に配 布 し、

自分 以 外 の 人 の意 見 を広 く知 る よ うに した。 指 導 者 と して は、 生 徒 の反 応 を 見 て 「生 命

の尊 重 」 に対 す る意 識 が どの 程 度 深 ま って い るか を 確 認 した。

⑦ 授 業 記 録

【導 入 】

「か けが え の な い もの と は何 か 」 と発 問 した と こ ろ、 「命」 と い う答 え が 一 番 最 初

に生 徒 か ら出 た。

【展 開 】

録 音 テ ー プを か け た 時、 は じめの うち はや や ざわ っ いて い た生 徒 もす ぐに集 中 して

資 料 を 目で追 い なが ら聴 き入 って いた。

ワ ー ク シ ー トの 発 問 に答 え る段 階 に

な って す ぐに書 き出 せ な い生 徒 が 少 な

か らず 見 受 け られ た が、 真 剣 に考 え て

い る様 子 は感 じ られ 、 最 終 的 に は全 員

が 記 入 を した。

② の発 問 に対 して は、 次 の よ うな 場

面 が 挙 げ られ た。

・二 度 しか涙 を見 せ な い と ころ
。 ・ア イ

バ ンク に い った と こ ろ。 ・成 人 式 の と

こ ろ。

・母 親 の言 葉 。 ・病 をお して の検 定試 験 。

・受 験 。

・死 ぬ 寸 前 ま で周 囲 を 気 遣 っ た と こ ろ
。

・誕 生 日 の前 日に死 んで しま った と ころ
。

・信 号 機 が4機 っ け た っ た と ころ
。

③ の 発 問 で億 、 資 料 か ら離 れ て、 自

分 の 考 え を書 くよ う に指 導 し、 発 表 さ

　羅1
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せ た。

・どん な こ とが あ って も死 の う と は思 わ ず 、

夢 を も って 精 一 杯生 き る こ と。

・自分 の こ と だ け で は な く、 周 りの 人 の こ と

も きち ん と考 え て い く生 き方 。

・自分 自身 を大 切 に して生 きて い くこ と。

・自分 の や るべ き こ とを成 し遂 げ られ る よ う

努 力 して い く生 き方 。

な どが 挙 げ られ た。

【終 末 】

「授 業 を 受 けて 感 じた こ と、 考 え た こ と」 を

書 か せ た。

・智 君 は弱 音 を はか な い で す ごい。

・智 君 は別 に悪 い こ とを して い な い の に、 死 な な け れ ば な らな いの はか わ い そ うだ。

・自分 の 命 を 大 切 に して い るか、 考 え させ られ た。

・一 生 懸 命 生 きて 、 人 の た め に何 か を して あ げ られ る よ うに な りた い。

・最 近 あ き らめて い る こ とが多 くな って きて い たが
、 頑 張 ろ う とい う気持 ちが 出て きた。

⑧ 考 察

② の発 問 に対 して 、 生 徒 が 「ア イバ ンク」 「成 人 式 」 「検 定 試 験 受 験 」 な ど と答 え た の

は主 人 公 の 「病 気 に負 け な い前 向 きな 生 き方 」 に感 動 を覚 え た もの だ と考 え る。 資料 が

ドキ ュ メ ンタ リーで あ り、 自分 た ち と近 い年 齢 の青 年 に起 こ っ た出 来 事 で あ る とい う こ

とが 印象 を 強 く した もの と思 わ れ る。 発 問 ③ で 資 料 か ら離 れ 、 自 らの考 え を 引 き出 す よ

うに す る こ とが 重 要 に な る。 この発 問 を し っか り押 さ え る こ とが 、 この授 業 の 「ね らい」

を達 成 させ る カギ に な る と考 え た。 授 業 で は、 生 徒 か ら 「夢 を も って 生 き る こ と」 「自

分 も他 人 も大 切 に して 生 き る こ と」 「自分 の や るべ き こ と を成 し遂 げ る こ と」 な ど の意

見 が多 く出 され た。 これ は、 資 料 を踏 まえ なが ら生 徒 自身 が 「生 き る」 とい う こ との意

味 を真 剣 に 考 え た結 果 で あ ろ う。

終 末 の 「授 業 の 感 想 」 に お い て は、 「自分 の命 に っ いて 考 え さ せ られ た」 「前 向 きに生

きて い た い」 「頑 張 ろ う と い う気 持 ち が 出 て きた」 な ど授 業 を通 して 変 容 が 見 られ た生

徒 が 少 な くな い。 しか し、 「主 人 公 へ の賞 賛 ・同情 」 の 段 階 で こ の 授 業 を 終 え て しま っ

た生 徒 もい た こ とを 見 逃 して は い け な いだ ろ う。 こ れ らの生 徒 に は学 校 生 活 の あ らゆ る

場 面 に お い て指 導 を 続 け て い く こ とが大 切 で あ る。 そ の際 に は、 「生 徒 の 実 態 の把 握 』

(6頁)を 利 用 す る こ とが指 導 に有 効 で あ る と考 え る。

ま た、 この主 題 につ いて は、 今 後 生 徒 の発 達 段 階 に応 じて、 自 己 の高 い理 想 を 目指 し

た生 き方 を考 え させ る指 導 が 必 要 で あ る。 さ らに、 人 間 の生 命 に と ど ま らず 他 の生 き も

の の 生 命 を大 切 に す る こ と に も視 野 を広 げ 、 そ れ らと の調 和 を保 ち なが ら、 人 間 と して

ど う生 き るか に つ い て の 自覚 を促 す 指 導 が重 要 にな って く るで あ ろ う。
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3ま とめ

第1分 科 会 で は、 研 究 主 題 で あ る 「人 間 と して の生 き方 につ い て の 自覚 を 深 め、 主 体 的 に生

き る力 を育 て る道 徳 の 時 間 の 指 導 」 に つ い て の 指 導 を 展 開 をす るに 当 た って 、 内 容 項 目 の選 定

を行 った。 最 終 的 に、近 年 社 会 問 題 と して も大 き く取 り上 げ られ て い る 「い じめ」 の問 題 、他

人 や 、 自 らの 命 を 軽 々 し く扱 って い る青 少 年 の 現 状 を改 善 す るた め に は道 徳 教 育 と して 何 が 問

題 な の か を考 え た。 そ して 、 生 徒 自身 に生 き る 目的 と実 践 力 を身 に付 け させ た い とい う結 論 に

達 し、 内容 項 目3-(2)「 生 命 の尊 重 」 にっ いて の研 究 を進 め て きた。

「命 は大 切 な もの で あ る」 こ れ を否 定 す る人 間 はい な い。 研 究 して い く上 で 、

精 一 杯 そ の土 台 の上 に何 を構 築 させ て い くの か に 重点 を 置 いた 。 「主 体 的 に 生 き る」 こ

生 きる と を考 え させ るた め に は、 「精 一 杯生 き る」 こ とに 焦 点 を 当 て る べ き で は な い か

と い う結 論 に達 し、 「僕 は眠 ら な い。 智 君 の青 春 」 を 資 料 と して 選 定 し た。 も と

も とが ラ ジ オの ミニ ドキ ュ メ ン タ リー で あ っ た この資 料 を耳 に した と き に、 我 々 の 心 の 中 に

何 と も言 え ぬ 感 動 が 巡 った。 そ の感 動 を生 徒 に伝 え、 心 に秘 め る生 命 の 躍 動 を 導 き 出 そ う と

した。 この 資 料 を 使 って 「生 き る こ との 素 晴 ら しさ」 を全 面 に押 し出 し指 導 を 研 究 し た。 そ

こで、 事 前 の 調 査 と して 、 多 くの教 師 の協 力 を得 て、 一 人 一 人 の生 徒 の よ さ や そ の 芽 を 観 察

す る こ とに努 め た。 思 った以 上 に教 師 一 人 だ け で は気 付 か な い部 分 が 発 見 さ れ た。 そ して 、

授 業 を通 して 生 徒 一 人 一 人 を生 か す た め の方 法 の一 っ と して 活 用 した。 と こ ろが 、 「感 動 」 を

ど うや って 継 続 さ せ、 ね らい とす る価 値 に迫 る か とい う難 題 に遭 遇 した。 そ こ で 、 初 発 の 感

動 を結 論 まで 持 続 させ るた め に 、 展 開 後 段 か ら は資 料 か ら離 れ て の発 問 を構 成 した。

Iiこ の 「僕 は眠 らな い・ 智 君 の諮 」 とい う謝 餓 々 は1年 生 の教 材 と して

心 情1設 定 した。1年 生 で命 の 大 切 さ を認 識 させ よ う と した。 一 生 懸 命 に頑 張 らな け

判 断 力 れ ば な らな い こ とを心 情 面 か ら実 感 させ よ う と考 え た。2年 生 で は、 そ の 命 と

意 欲 ・態 度 い う もの を人 間 に限 らず 生 命 体 す べ て に広 げ て み た。 そ れ らが 自然 界 で 起 こ し

て い る神 秘 的 な事 象 を 自分 の こ と と して受 け とめ る意 欲 を身 に付 け させ よ う と

考 え た。 そ して、 生 命 尊 重 の精 神 を人 間形 成 の 基 盤 と し、 自 己実 現 の た め に有 意 義 な 人 生 を

生 き よ う とす る態 度 を 育 て よ う と考 え た。 この よ うに、 「心 情 、 判 断 力 、 意 欲 ・態 度 」 の三 要

素 を総 合 的 に培 って い く こ とが、 「主 体 的 な人 間」 を育 て て い くと考 え た。

現 代 を生 き る生 徒 た ち は、 「生 命」 を軽 視 す る風 潮 が あ る とい わ れ る。 しか し実

嚥]際 に研究授業asね て授業改善を図 りなが ら感 じた 。と は、 生徒 たちの反応 は教

』 師 の願 いを 知 って い るか の よ うに素 直 で あ った。 つ ま り、 現 代 の 生 徒 た ち は決 し

て 「生 命 」 を軽 視 して い るの で は な い。 ただ 、 そ うい う機 会 に恵 ま れ て こな か っ

た だ け で あ る。 教 師 側 が 「命 」 を観念 的 な もの と して と らえ、 道 徳 の授 業 の 題 材 と して は あ ま

り取 り扱 って こな か った ことが 、 生 徒 一人 一 人 の心 の中 に眠 って い る その 思 いや 願 い を 喚 起 さ

せ られ なか った こ と にあ る。 今後 の課 題 は、 要 とな る道 徳 の時 間 で の 「命」 を 大 切 にす る学 習

を充 実 す る と と もに、 豊 か な体 験 を始 め とす る他 の教 育 活動 との関 連 を密 に して い く こ と で あ

る。 そ して、 そ こか ら生 まれ る 「命」 に対 す る生 徒 一 人 一 人 の 自分 な りの思 いや 、 考 え な どの

「こだわ り」 を 大 切 に し、 再 び要 とす る道 徳 の 時間 にっ な げ、 そ れ を 広 め た り、 深 め た りす る

道 徳 学 習 を展 開 す る。 この学 習 を通 して 主 体 的 に生 き る力 が一 層 は ぐくま れ る もの と考 え る。
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松
屋

の
、
愛
の
泉

に
向
か
う
増

田
春
子
さ
ん
は
、
は

や
る
心
に
せ
か
さ
れ
な
が
ら
、
懸
命

に
脚
を
は
こ
ん

で
い
た
。
こ
の
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
ク
ソ
ン
が
昨
日
の
正
午
か
ら

ス
タ
旨
ト
し

て
い
る
こ
と
は
知

っ
て
い

た
。
け
れ
ど
、
こ
の
暮
れ
の
時
期

に
、
婦
人

物
の
シ
ャ
ツ
な
ど
の
製
造
を
営
む
家
業

の
手
を
休
め
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能

に
近
い
状
態
だ

っ
た
。

二
十
五
日
の
正
午
近
く
、
や

っ
と

の
こ
と

で
合
間
を
見
付
け
た
春
子
さ
ん
は
、
ご
主
人
正
さ
ん

に
追
い
立

て
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
、
家
を
飛
び
出
し
た
。

胸
に
は
、
銀
行
か
ら
届
い
た
ば
か
り

の
お
金
が
、
し

っ
か
り
と
抱
き
し
め
ら
れ
て
い
る
。

「智
、
今
届
け

る
か
ら
ね
。
あ
ん
た
の
貯
金
と
保
険
金
、
ぜ

ー
ん
ぶ
し

っ
か
り
届
け
る
か
ら
ね

。
」

春
子
さ
ん
は
心

の
中
で
、
そ
う

つ
ぶ
や
き
な
が
ら
冬

の
色
の
隅
田
川
を
渡

っ
た
。

増
田
智
君
、
バ
イ
ク
と
空
手
と
絵
が
大
好

き
な
彼
が
、
体

の
不
調
を
訴
え
倒

れ
た
の
は
、
昭
和
六
十

三
年
二
月
、
高
校

二
年
生

の
時
だ

っ
た
。
カ
ゼ

か
ら
や
が
て
胃
か

い
よ
う
と

い
う
診
断
。
入

院
、
そ
し

て
手
術
。
し
か
し
、
両
親

に
は
ま

っ
た
く
違
う
病
名
が
告
げ
ら
れ

て
い
た
。

胃
ガ

ン
、
小
さ
い

頃
か
ら
、
肉
体
的
な
弱
点
と

い
え
ば
、
車
酔
い
程
度
し
か
も

っ
て
い
な
か

っ
た
息
子

に
は
、
ど
う
考
え

て
も
似

つ
か
わ
し
く
な
い
こ
の
病
名

に
、
父
も

母
も
大
き
く
う
ろ
た
え
た
。

「何
か

の
間
違
い
で
あ

っ
て
欲
し

い
。
悪

い
夢
で
あ

っ
て
欲
し
い
。
」

何
度
そ
う
願
い
祈

っ
た

こ
と
だ

ろ
う
。
け
れ
ど
、

そ
ん
な
親

の
気
持
ち
を
あ
ざ
笑
う
か

の
よ
う
に
、
病
魔
は
智
君

の
体
を
む
し
ば

ん
で
い
く
。
繰

り
返
さ
れ
る
入
院
と
退
院
、
人
工
肛
門
を
取
り
付
け
る

手

術
の
時

は
泣

い
た
。
そ
し

て
、
退
院
し
て
も
退
院
し

て
も
、
ま
た
病
院
に
逆
戻
り

の
自
分
の
青
春
が
さ
び
し
い
と
泣

い
た
。
け
れ
ど
、
智
君
が
親
に

涙

を
見
せ
た

の
は
、
こ
の
二
回
だ
け
だ

っ
た
。
元
気
な
頃
の
あ

る
日
、
高
校
か
ら
帰

っ
て
き
た
智

君
が
言

っ
た
。

「今

日
ね
、
ア
イ
バ

ン
ク

に
申
し
込

ん
で
き
た
よ

。
」

ア
イ
バ

ン
ク
。
天
寿
を
ま

っ
と
う
し
た
時
、
視
覚
障
害
者

に
自
分

の
角
膜
を
提
供
す
る
制
度

で
あ

る
。
や
さ
し

い
子
だ

っ
た
。
夢

は
、

人

工
知
能

ロ
ボ

ッ
ト
を
開
発
す
る

こ
と
。
医
者
が
そ
の

ロ
ボ

ッ
ト

に
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
患
者

が
自
分

の
症
状
を
す

べ
て
話
す
と
、
た
ち
ど

こ
ろ
に
病

気
を

治
し

て
く
れ
る
人

工
知
能

ロ
ボ

ッ
ト
。
目

の
不
自
由
な
人
や
病
め
る
人
を
常

に
思
い
や
る
心

は
、
智
君
の
描

い
た
数
枚
の
絵

に
も
表
れ

て
い
る
。

人
物

や
果
物
が
自

由
な
構
図

で
置
か
れ
て
い
る
彼

の
絵
に
は
、
暖
か
い
色

が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ

て
い
る
。

そ
の
朝
、
智
君
は
自
分

の
頭
を
電
気

か
み

そ
り

で
剃

る
と
言

っ
た
。
高
校

二
年

の
時
か
ら
、
長
期

に
わ
た
る
ガ

ン
治
療

の
副
作
用

に
よ

っ
て
と
こ
ろ

ど

こ
ろ
ま
ば
ら
に
な

っ
た
髪

の
毛
を

、
き
れ

い
さ

っ
ぱ
り
剃
り
落
と
し
て
、
晴

の
日
に
臨

み
た
か

っ
た
に
違
い
な

い
。
け
れ
ど
、
な
か
な
か
そ
れ
が
う

ま
く

い
か
な

い
。

「
お
母
さ
ん
、
剃

っ
て
よ
」
母
親
の
春
子
さ
ん
は
息
子

の
手
か
ら
電
気

カ
ミ

ソ
リ
を
受
け
取
り
、

ジ
ー
ジ
ー
と

そ
の
髪
の
毛
を
て
い

ね
い
に
剃
り
な
が
ら
、
胸

の
中
で
語
り
か
け

る
。

「こ
の
日
ま

で
よ
く
頑
張

っ
て
く
れ
た
ね
。
さ
あ
、
初
め
て
の
背
広
だ
よ
。
こ
れ
を
着

て
行

っ
て
お

い
で
。
立
派
な
成
人

だ
よ
。
」

平
成

二
年

一
月
十
五
日
、
成
人

の
日
。
智
君
は

こ
う
し
て
墨

田
区

の
成
人
式
の
会
場

に
向
か

っ
た
。

「
こ
の
子
か
ら
い
ろ
ん
な
、
こ
う
、
学

ぶ
も

の

っ
て
い
う

の
は
、
す
ご
く
あ
り
ま
し
た
ね
。
普

通
に
こ
れ
が
元
気

で
ぱ
ー

っ
と
ね

ー
、
普
通
の
状
態

で
、
ま
あ
、
先
に
親
が
死

に
ま
す
よ
ね
。
そ
う

い
え
ば
、
ま
あ
、

こ
れ
ほ
ど
な
ん
と

い
う
の
か
な
、

こ
の
子
と
の
か
か
わ
り

っ
て
い
う
ん

で
す
か
、
そ

う

い
う
こ
と
は
な
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ち
、
病
気
に
な

っ
て
、
そ
う
で
す
ね
ー

い
ろ
ん
な
生
活
面
か
ら
勉
強

面
か
ら
、
生
き

て
い
る

っ
て
い
う

こ
と

で
す
か
、
そ
う

い
う
こ
と
は
す
ご
く
、
ま
あ
、
学
び
と

っ
た

っ
て
い
う
ん
で
す
か
ね
。
私

の
方
が

。
」

智
君
の
体
を
最
後

の
病
魔
が
襲

っ
た

の
は
、
四
月

の
こ
と
だ

っ
た
。
ほ
ん
の
四
、
五
日
前
、
人

工
知
能

ロ
ボ

ッ
ト
の
夢

に

つ
な
が
る
情
報
処
理
技
術

の

検

定
試
験
を
受
け

て
い
た
彼

の
体
は
、
す
で
に
衰
弱
し
き

っ
て
い
た
。
病

院
に
か

つ
ぎ

こ
ま
れ
た
時

の
血
圧
は
十
、
そ
れ

で
も
意
識

は
し

っ
か
り
し

て

い
て
、
お
別
れ

の
た
め
に
や

っ
て
く
る
、
親

せ
き
や
友
達
の
忙
し
さ

に
気
づ
か

っ
て
、

「早
く
、
帰
れ

。
」

と
言

っ
た
。

四
月

二
十
六
日
午
前
八
時

三
十
分
、
智
君

は
病
魔
と

の
闘
い
を
終
え

て
二
十
歳

の
青
春

の
幕
を
閉
じ
た
。
そ
れ
は
、
二
十

一
歳

の
誕
生

日
を
明

日
に

ひ
か
え
た
朝
だ

っ
た
。

数

々
の
素
晴
ら
し

い
思

い
出
、
暖
か
い
絵

、
ビ
リ
ー
ジ

ョ
エ
ル
や
バ

ニ
ー

マ
ニ
ロ
ー
や
、
そ
し

て
沢

田
研

二
の
ア
ル
バ

ム
、
オ
ー
ト
バ

イ
の

ヘ
ル
メ

ッ
ト
。
智
君

の
残
し

て
く
れ
た
も

の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ア
イ
バ

ン
ク
を
訪

れ
た
と

い
う
智
君
の
遺
志
を

つ
い
で
両
親
は
、
そ

の
貯
金

と
保
険
金

'

の
す

べ
て
を

ラ
ジ
オ
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
ク

ソ
ン
に
届
け
て
く
れ
た
。
金
額

は
十
七
年
間

に
わ
た
る
ミ

ュ
ー
ジ

ッ
ク
ソ
ン
の
歴
史
の
中

で
、
個

人

の
募
金
と
し

て
は
最
高
額

の
五
百
万
円
。
こ
の
お
金

で
、
音

の
出
る
信
号
機

が
四
機
た
ち
、
ど

こ
か
の
街
角

で
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
や
さ
し
さ

の
サ
イ

ン
を
送
り
続
け
る
。

智
君
は
眠
ら
な
い
。

(
ニ

ッ
ポ

ン
放

送

及

び
増

田

様

の
許

可

を

得

て
作

成

)

1
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皿 内容項目1-(5)「 個性の伸長」 についての指導(第2分 科会)

1今 ・zcの 人 の 固 有 の よ さが あ る.ぜ ひ 、 自尊 感 情 を もち、 堂 々 と自分 を語 る ・と の で き

L墜1騰 離 箔雰寵 議蒼1謹簗織 牲1雛1ナ癌灘 習
分 を、 自分 に他 の 人 を重 ね て み る。 出 会 い を求 め、 出会 うす べ て の 対 象 に、 前 向 き に 自分 を

重 ね合 わ せ る こ と に よ り、 自分 の よ さを 見 付 け て い く。 出会 った と き の 喜 び は、 自分 へ の 励

み ・自信 、 次 へ の ス テ ップ とな り、 感 動 的 な出 会 い の幅 を広 げ て い く。 個 性 と は人 との 関 係

の 中 で そ れ が生 か され て こそ初 め て よ さ と な る。 互 い に生 か し合 う こ と は個 性 を 尊 重 し合 う

こ とで あ る。

人 間 と して よ りよ く生 きて い くた め に は、 まず 自分 を知 る こと が必 要 で あ り、 特 に 自分 の

よ さ を知 る こ とに よ り主 体 的 に生 きて い け るの で あ る。

以 上 の理 由か ら、 第2分 科 会 で は 「人 間 と して の 生 き方 にっ い て の 自覚 を 深 め 、 主 体 的 に

生 き る力 を育 て る道 徳 の 時 間 の 指 導 」 と して、 内 容 項 目1-(5)「 個 性 の伸 長 」 を 取 り上 げ 、

内 容 項 目 の と らえ方 、 生 徒 の 実 態 把 握 、 資 料 の検 討 、 指 導 方 法 な ど の研 究 を進 め た。

1主 題設定 の理 由

「 一}高 度経済成長 は、 日本を世界有数 の豊か な国 にお し上 げた。 この繁 栄

廠 の変化 と 陸 支えて きた糖 の蠣1ま 大 きい.経 済成長 が一FXし 、経 済.ネ士会.
　 ミ

1求 め られ る人間像i政 治 の在 り方 が問い直 されて いる現在、教育 も変 わ らざるを得 な い。 た
}}一一 一 一 とえ ば

、 日本 は福 祉 国 家 へ の 道 を歩 み 始 め て い るが 、 これ は物 質 的 に 豊

か に な りっ っ も、 そ れ に伴 って い な い精 神 を意 識 し心 を 育 て て い か な い 限 り実 現 で きな い。

学 歴 社 会 や 知 識 偏 重 か らの脱 却 、 精 神 的 な豊 か さ を も った意 欲 の あ る人 間 の 育 成 、 個 性 と創

造 性 の伸 長 な どが 是 非 と も必 要 で あ る。21世 紀 を 目指 し、 社 会 の 変 化 に 自 ら主 体 的 に 対 応 で

き る心 豊 か な生 き る力 を も った人 間 の 育 成 が 求 め られ て い るの で あ る。

1-]人 か ら干 渉 され る こ と を嫌 い、 人 と接 す る こ とを 拒 む 人 間 が 増 え て い る。 物
ミ ミ

i学 棟 教 育1に 囲 ま れ、 た や す く物 を 手 に で き る時代 に生 きて き た結 果 で あ ろ う。 また 、 日

1の 課題1本 人 は 「自分 はど うい う人躍肋 」「何 をや りたいか 」 な ど を堂 々 と語 れ な い と

1 -一 」 言 わ れ て久 しい
。 この こ とは、 自分 の よ さや 可能 性 に気 付 いて お らず 、 自分 自

身 の存 在 価 値 を見 出 して い な い た め に 自信 が もて な い で い るか らで は な い だ ろ うか 。

近 年 、 い じめ悶 題 や 不 登 校 の生 徒 も増 え て い る。 こ れ もま た、 少 子 化 や 核 家 族 化 な ど に一

因 が あ る よ うに慰 う。 マ ス コ ミに よ る過 剰 な 報道 も、 そ の影 響 は大 き い。 一一方 で 、 固 有 の 個

性 が 認 め られ に くい現 在 の 風 潮 の中 で 、 流 行 ば か りを 追 い求 め る、 集 団 にな じめ な い子 を 排

除 す る な ど の問 題 も多 く抱 え て い る。 他 の人 の 固有 の よ さ を認 め られ な い 人 間 が 増 え 、 逆 に

目立 っ だ け の表 面 的 な表 現 を個 性 と して もて はや され が ち な時 代 で あ る。

現実 に は集 団 の 中 で しか生 き られ な い人 間 や 集 団 の 一 員 に なれ な い人 間 が 増 え っ っ あ るが、

子 供 た ち は多 くの こ とを受 け入 れ る こ とが で き る広 く柔 軟 な心 を 本 来 も って い る。 本 当 の 個

性 は、 感 動 に出 会 うと きに 内面 か ら発 生 し、 育 って い く もの な の で あ る。

1人 に はそ れ ぞれ よ さが あ る。 自分 に は 自分 の 固 有 の よ さが あ る。 他 の 人 に は他

一14一



2研 究 の 内容 と方 法

(1)内 容 項 目1-(5)の と らえ 方

内容 項 目1-(5)は 、 「自 らを 振 り返 り自 己 の向 上 を図 る と と もに 、 個 性 を 伸 ば して 充 実

した生 き方 を 求 め る よ うに す る」(中 学 校 学 習 指 導 要 領 道 徳)で あ る。

この項 目 を考 え る上 で 、個 性 を ど うと らえ る か が重 要 で あ る。 第2分 科

個 性 の と らえ方 会 で は、 個 性 を 「人 そ れ ぞ れ に は必 ず そ の人 固 有 の よ さが あ り、 そ の 固 有

L-一 一一一 一 一 の よ さ が個 性 で あ る。 よ くな い、 好 ま し くな い と見 られ る面 もそ の 段 階 の

個 性 と もい え るが 、本 当 の 個 性 と は い え な い。」 と と らえ研 究 を進 め た。

個 性 は他 と接 す る ことで 内 面 か ら引 き出 され る。 他 の 人 や 自然 や

感 動 的 な 出会 い と個 性,崇 高 な もの ・集 団 や 社 会 に 主体 的 に 向 か う と き、 そ こに は感 動 的 な

出 会 いが 生 まれ 、 意 識 的 あ る い は無 意識 の う ち に個 性 が 表 れ る。 し

か し、 気 持 ち(内 面)と 表 現(外 面)と が合 致 しな い こ と も多 く、 自分 固 有 の よ さ を 自 覚 で

きる た め に は、 我 慢 や 自制 、 関 心 や意 欲 、 真 善 美 聖 な ど の価 値 へ の 憧 れ が は た ら く こ とが 必

要 で あ る。 一 つ 自分 の よ さ が 自覚 で き る と、 外 面 が 内 面 と重 な り合 って 表 れ、 感 動 す る こ と

が で き る範 囲 が 広 が って い く。 感 動 的 な 出 会 い の幅 を広 くす る 中 で、 人 間 と して の 生 き方 に

っ い て の 自覚 が 深 め られ、 自分 自身 の よ さを 見 い だ して い け る の で あ る。

人 生 は 自分 探 しの旅 と言 え よ う。 内容 項 目1-(5)を 自分探 しの旅 に た とえ、

自分探 しの 旅 以 下 の よ うに と らえ た。 この旅 の途 中 で 、 多 くの人 や もの に 出会 い、 時 に 歩

'ん で 来 た道 を振 り返 り
、 自分 の よ さが 徐 々 に見 え、 自信 が もて て くる。 さ ら

に伸 ば して い こ う とす る意 欲 もわ いて くる。 そ して、 自分 ら しさを 求 め て い っ た遠 い か な た

にあ る 自分 の理 想 とす る姿 に最 終 的 に は到 達 す る こ とが で きよ う(自 己実 現)。 個 性 の 伸 ば し

方 に よ って実 現 す る姿 は異 な って くる が、 大 い な る可 能 性 を 秘 め たす べ て の 生 徒 に 、 個 性 を

伸 ばす た め の多 くの 働 きか けや 機 会 を与 え る こ とが大 切 で あ る。

以 上 述 べ た こ とを 花 に た と え図 に表 して み る と図2の よ うに な る。

個 性 の花 を育 て る い ろ い ろ な 種 類 の 種 が あ る。

栄 養 ・水 分 な ど違 っ た 環 境 の 中

で そ れ ぞ れ発 芽 す る。 そ の芽 は栄 養 や水 を 吸収 し、 太

陽 の光 を浴 び、 寒 さ か ら身 を守 り、 花 を 開 か せ る。 そ

れ ぞ れ が あ らゆ る花 と して咲 く可能 性 を 秘 め て い る。

日光 の 当 て 方 ・水 のや り方 な どで、花 の種 類 や数 ・色 ・

大 き さ ・強 さ ・美 しさ な ど は変 わ って い く。

この 花 を育 て て い くの は 自分 自身 で あ り、 手 助 け を

して くれ る の が家 庭 ・学 校 ・地 域 の 人 々 な どで あ る。

この 花 は、 咲 か され るの で は な く、 自 ら主 体 的 に 咲 い

て い くので あ る。

一 つ の大 輪 の花 で も い い し、 大 き くは な い数 輪 の 花

で もい い。 どん な厳 しい環 境 の中 で も堂 々 とた くま し

く咲 く花 とな って育 って い って 欲 しい もの で あ る。 〔図2〕 「個性 の伸長」 の とらえ
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(2)各 学 年 の指 導 の ね らい

一第1学 年 一

自己 を見 っ め 、 自分 の よ さに気 付 くこ とで 、 個 性 を大 切 に し、 さ らに伸 ば して い こ う

とす る心 情 を育 て る。

中学1年 生 の 段 階 で は、 自分 の 「よ さ」 が まだ 自分 で は理 解 で きて い な い こ と が 多 い 。

他 の 人 と比 べ て 劣 等 感 を もっ こ と も少 な くな い。 そ こで この段 階 で は、 自分 自身 を 見っ め、

自分 の も って い る 「よ さ」 に気 付 くこ とが 大 切 で あ る。 自分 の 「よ さ」 に気 付 く と自信 に

っ な が り、 前 向 き に生 き生 き と生 活 して い け る よ うに な る。 他 人 の 「よ さ」 を も認 め、 自

分 の 個 性 を 大 切 に して い く と同様 に 他 の人 の個 性 も尊 重 して い こ うとす る心 情 を育 て た い。

〈資 料 例〉 「美 し く自分 を染 め あ げ て 下 さ い」

(中 学 校 道 徳 の指 導 資 料 とそ の利 用 第6集 文 部 省)

「遠 足 で 学 ん だ こ と」(中 学 校(道 徳)読 み 物 資 料 とそ の利 用2文 部 省)

一第2学 年 一

自 己理 解 を深 め、 自 己 の 向 上 を 図 る と と もに、 個 性 を 伸 ば して よ り充 実 した生 き方 を

求 めて い こ う とす る意 欲 を育 て る。

中 学2年 生 の段 階 で は、 学 校 に もす っか り慣 れ 、後 輩 もで き、 大 人 な ど他 の人 や社 会 に

対 して 批 判 的 に な る こ とが 多 い。 批 判 的 に もの を 見 る こ と も大 切 で あ る が、 この段 階 で は

得 て して 自己 中心 的 な批 判 に陥 りや す い。 また、 自分 を押 し殺 して友 達 に 同調 して しま う

こ と も少 な くな い。 そ こで 、 自 己理 解 を深 め、 向 上 心 を育 て 、 個 性 を伸 ば して よ り よ い生

き方 を求 め て い こ う とす る意 欲 を は ぐ くみ た い。

〈資 料 例 〉 「じい ち ゃん へ 」(中 学 校(道 徳)読 み物 資料 とそ の 利 用1文 部 省)

「森 の バ ラ ー ド」(中 学 校(道 徳)読 み物 資料 とそ の 利 用2文 部 省)

一第3学 年 一

自分 の個性 や適性 を しっか りと把握 し、個性 を生かす ことが充実 した生 き方 になる こ

とに気付 き、個性 を伸 ば して 自分 を生 か して いける生 き方(進 路)を 求 めて いこ うとす

る態度 を育 て る。

中学3年 生 の段 階で は、 それぞれの場面が中学校最後 という思 いが強 く、友達 と力 を合

わせ、 よい思 い出を作 ってい こうとす る。 また、進路選択 を 目前 に控 え、教科 の学 習 に力

を入 れよ うと強 く意識す る時期 で もあ る。落 ち着 いて 自分 を見つめる時間 もとりに くいが、

自分 の個性 や適性を しっか りと把握 させ、 自分 を生 か して いける生 き方(進 路)を 求 めて

いこうとす る態度 を育 ててい きた い。 そ して、 自分 に合 った生 き方(進 路)こ そが最高の

生 き方(進 路)で あ り、誇 りを もって卒業 を迎 え られ るよ うに したい と考 え る。

〈資料例〉 「自己観照」(中 学校(道 徳)読 み物資料 とその利用1文 部省)

「自分 はいっで も主人公」(中 学校(道 徳)読 み物 資料 とそ の利用1文 部省)
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(3)生 徒 の実 態 把 握

学 級 担 任 が ク ラ ス の生 徒 一 人 一 人 の よ さや そ の 芽 を 把 握 し、 授 業 を行 う こ と に よ り、 そ

れ ぞ れ の個 性 を よ り引 き出せ る と考 え た。 そ の た め に、 ア ンケ ー ト調 査 で一 般 的 な 傾 向 を

探 る の で はな く、 校 内 の教 職 員 に生 徒 一 人 一 人 の よ さ にっ いて 意 識(内 面)と 行 動(外 面)

に分 け て書 いて も ら った。 ま た、 生 徒 に も ク ラ ス メ ー トの よ い と こ ろ を 書 い て も ら っ た 。

そ して、 そ れ ぞ れ の よ さ をつ か ん だLで 、 指 導 過 程 を 考 え 、 授 業 研 究 を行 った。 生 徒 の 書

い た ク ラ ス メ ー トの よ い と ころ は、 実 際 の授 業 の 中 で も活 用 した。

〔生 徒 一 人 一 人 の よ さ の例 〕

生徒 1餓(内 面)1行 動(緬)

Sli何 事 に もま じめに取 り組 もうとす る。 ム』

i
ド メ ー カ ー 。 人 な っ っ こ い 。

授業、諸活動において雰囲気を活性化する。人

を助 ける。

S2i意 志 が強 い。 ま じめ。穏和。忍耐力がある。

…
旨

落ち着いて行動する。何事にも熱心に取り組む。

　
S3 順 序立て た考 えをす る。感性豊か。積極的。

[

ク ラスをま とめ る。 何事 に も意欲的に取 り組む。

(4)指 導 の 工 夫

① 資 料 選 定 の観 点

第2分 科 会 で は、 内容 項 目1-(5)「 個 性 の 伸長 」 の 指 導 に 用 い る資 料 選 定 の た め の

基 本 的 観 点 と して 、 中学 校 指 導 書道 徳 編(平 成 元 年3月 文 部 省)に 示 され た内 容 を踏

まえ る と と もに、 次 の諸 点 に留 意 しっ っ選 定 した。

げ)生 徒 の実 態 に即 した もの。

(イ)生 徒 が共 感 しや す い もの。

(ウ)生 徒 一 人 一 人 が 個性 を生 か して 感 動 を 覚 え る もの。

国 生 徒 が ね らい とす る価 値 を 自覚 し、 実 践 しよ う とす る意 欲 や 態 度 を育 て られ る内容

の もの。

以 上 の観 点 で資 料 を 収 集 し、 検 討 した結 果 、 文 部 省 中学 校 道 徳 の指 導 資 料 とそ の利 用

第6集 所 収 の 「美 し く自分 を 染 め あ げて 下 さ い」(サ トウハ チ ロー作)を 選 定 した。

② 授 業 の構 想

内 容 項 目1一 ㈲ は 「主 と して 自分 自身 に関 す る こ と」 の 中 に示 されて い る項 目であ る。

一 人 一 人 が 自分 の よ さ に気 付 き
、 さ らに それ を伸 ば して い こ うとす る心 情 を育 て る こ と

をね らい、 次 の こ と を試 み る こと に した。 まず 、 あ ま り意 識 せ ず に 自分 自身 を 見 っ め、

素 直 に 自分 を表 現 させ る た め に 「マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー」 と い う手 法 を 用 い た。 ま た、

自分 の よ さを 知 る上 で 他 と のか か わ り、 友 達 か らの 指 摘 も重 要 で あ るの で、 事 前 に生 徒

に書 か せ た 「ク ラ ス メ ー トの よ い と ころ」 の本 人 にっ いて 書 い て あ る もの(自 分 の よ い

と ころ)を 一 人 一 人 に配 布 した。 さ らに 自分 自身 で 自 己 を見 つ め、 自分 の よ さを 伸 ば し

て い こ う とす る意 欲 を高 め る た め に、 終 末 で サ トウハ チ ロー氏 の 詩 を 掲 示 ・朗 読 した。
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③ 指 導 方 法 と指 導 の 工 夫

ゆ っ く り と 自分 を 見 っ め られ るよ うな授 業 にな る よ うに留

意 し、 実 際 の授 業 で は生 徒 も教 師 も顔 を上 げて 行 え る授 業 を

試 み た。 そ の た め 、 資 料 を プ リ ン トせ ず 、 ワ ー ク シー トな ど

も使 用 しな か っ た。

Oり 導 入 に お け る工 夫

1時 間 目 に行 った マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー が2時 間 目の 導

入 に 当 た るが 、2時 間 目の 最 初 に全 員 が描 い た マ イ ン ド ・

ク ロ ッキ ー を見 せ 、 授 業 へ の関 心 を高 め た。

自分 自身 を、 特 に 自分 の よ さ を言 葉 に して発 表 す る の は

難 しい が、 この手 法 な ら自然 に 自分 自身 を 見 つ め られ る と

考 え た。 ま た 、 よ り発 表 しや す くす るた め に教 師 自身 も生

徒 と 同 じマ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー を 行 い、 導 入 に活 用 し た。

〔図3〕 マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー

44マイ ン ド ・ク ロ ッキ ー"自 分 の 内 面 を 色 や 形 に 表 現 す る も の。 今 回 用 い た マ

イ ン ド ・ク ロ ッキ ー は 、 人 型 の用 紙 を配 布 し、 自分 自身 を表 す 色 を 自由 にぬ らせ た

後 、 自分 の使 った色 や そ の色 を使 用 した理 由 な どを 書 か せ た。

(イ)展 開 に お け る工 夫

展 開 の始 め に マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー を 使 い、 色 の イ メ ー ジを発 表 させ た。 発 表 す る

こ と と そ の発 表 を 聞 く こ とか ら、 一 人 一 人 が違 った表現 を して い るが、 それ ぞれ に違 っ

た よ さ(個 性)が あ る こ とに気 付 か せ た。

次 に あ え て 発 表 しに くい 「自分 の よ さ は何 か」 を発 問 した。 この段 階で は、 まだ堂 々

と発 表 で き る者 は ほ とん ど いな い と予 想 した。

この後 、 事 前 に用 意 して お い た 「自分 の よ い と こ ろ」 が 書 か れ て い る紙 を 一 人 一 人

に配 布 し、 読 ま せ た。 自分 の よ さ(個 性)に 自信 が もて る もの や意 外 な ものが あ るは

ず で あ る。

終 末 が 余 韻 を も って 終 わ れ るよ うに 展 開 の 最 後 に教 師 の説 話 を行 っ た。

(ウ)終 末 に お け る工 夫

こ こで 資料 の詩 を 黒 板 に掲 示 し朗 読 した。 そ の後 、 あ え て何 も発 問 せ ず、 コ メ ン ト

もせ ず 、 余 韻 を もたせ て授 業 を 終 了 させ た。

この詩 は教 室 に掲 示 し、以 後 も一 人 一 人 が個 性 を伸 ば して い こ う とい う気 持 ち を高

め られ るよ う に した。

④ 資 料 の 内 容

本 資 料 は、 サ トウハ チ ロ ー氏 の詩 で あ る。 人 は生 まれ た時 は 白 で、 自分 に厳 し く生 き

て い くこ とで す ば ら しい 色 、 輝 きの あ る色 に な る。 よ り美 し く 自分 を 染 め あ げ て くだ さ

い と エ ー ル を送 って い る。
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(5)指 導 事 例(第1学 年)

①

②

③

④

主 題 名 「個 性 の 伸 長 」 〈内容 項 目1-(5)〉

資 料 名 「美 し く自分 を 染 め あ げて 下 さ い」(サ トウハ チ ロー)

(文 部 省 「中 学 校 道 徳 の指 導 資 料 とそ の利 用 第6集 」 所 収)

主 題 設 定 の理 由(省 略)

ね らい

自 己 を見 っ め、 自分 の よ さ に気 付 く ことで 、 個 性 を大 切 に し、 さ らに伸 ば して い こ う

とす る心情 を育 て る。

⑤ 指導過程(2時 間扱 い)

【第1時 】 「自分 自身 を見っ める」

学習内容 と主な発問 予想される生徒の反応 指導 との留意点(評 価の観点)

導
1本 時の作業にっいての説明を ○ 本時の作業に興味を示す。 0自 由な作品になるように簡潔に説

入
聞 く。 明す る。

2マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー を 行 う。 0そ れぞれの作業を進める。 0進 める手順のみ示 し、見本を見せ

展
① あなた自身を色で表すとどの

ような色ですか。思う色を自

由にぬってください。
1騰 一

ずに自由にぬらせる。

(自由にぬれたか)

0次 時に名前がわからない形で全員

開
② 用紙に書いてある質問に答 …

凋 ・ 中II

、 醤}

の作品を発表することも伝えておく。

えて ください。

1幽 』
終
末

3本 時 のま とめをす る。

r臨 ・
鍾 、 一 ■隆 『二"

【第2時 】 「自分 ら し さ、 自分 の よ さ を知 る」

学習内容 と主な発問 予想される生徒の反応 指導r_の 留意点(評 価の観点)

1前 時 に描 いた全員のマイン ド・ ○ 作品に対 して自由に反応 し、 ○ 模造紙にはっておいた作品を一斉

導
ク ロ ッ キ ー を 見 る。 本時へ の関心 を もっ。 に掲示す る。

0生 徒のっぶやきに耳を傾け、その

言葉を繰 り返すことにより本時への
入

関心 を もたせ る。

(関心が高まったか)

2マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー を 見 て 、 0ザ ワ ザワ しなが ら探 す。 0教 師の個性に注 目させて、探させ

考え る。 る 。

展 ① 先生の描いたものはどれでしょ (教師の個性に目がいったか)

う か 。 ○ しば らくした後、 どれで あるか を

示 し、 その説 明をす る。

開
(発言 しやすい雰囲気 になったか)

② 自分の作品を説明 してくださ ・赤は燃える気持ち ○ 生徒の発言や周囲の反応に対 して

い 。 ・青 はさわやか な感 じ 補助発問をして話 し合いを深めてい
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〈補助 発閤〉

・なぜ10色 はそ うい うイメー ジ

なので しょうか。

・他 の人 はどの よ うなイメー ジ

を もってい ますか。

③ 「白」 について どの ようなイ

メー ジを もって いますか。

馨純 粋な イメー ジ
　

1・ 何 もな い

・清潔

・始 まり

{④ 作品 全体 を見 て、 どん な こと1・ 一 っ も問 じものが ない

展

巳

⑥開

を感 じますか。
ト それぞれの特徴が出てい・

i3自分 のよさ
にっ いて考え る。

⑤ 自分 のよさを発表 して くだ さ …・特 にない
1

い。1・ 元気 で明 るい

◎恥 ずか しくて言え ない

「自分 のよいところ」を読み、iO配 られた ものを興味 を もってi

そ うだと思 うものに○ 、意外 と1読 み、O△ をっけ る。

感 じたものに△を殉 る。1
5

ど う思 っ た 。

コ 教師の説話を聞 く。

一 一一 一

9資 料 「美 しく自分を染めあげ1

終'蹴艦 撫 輔
ξ蔑 サ、'黛

鰹 鴬 §1ぐ.聾

く。

(い ろいろなと らえ方 や感 じ方があ る

ことに気付 いたか)

0否 定的 にな らないように配慮する。

0「 白」 に注 目させるこ とによ り、

終末の詩 とのっ なが りを もたせ る。

1
(白 に対 するイ メー シがで きたか)

i

ゆ それぞれの作品のよさに湘 させ・

i人 そ れぞれがみん なよさを も・て い

ることに気付かせ る。

1(そ れぞれが よさを もってお り、 みん
1な 違

ってみん なよいことに気付 いた

か)

1…

「

i。 意 外 な ものがあ った

・思 ったとお りだ った 、

ト うれ しか 。た1

ト 数が少なくて寂 ・かつた!

○ 自分のもっているよさに気付!○ 意外だと感 じるものも自分のよさ

iく 。 である。と、数糧 燗 係軸 こと、

○ 自分が自覚 していないよさがtま だ自覚 していないよさもあること

iあ る ことに気付 く。 を踏 まえ、 ね らい1こせ まる説話 をす

る。
il
li(自 分 のよさに自信 を深 め ることが で

l
lき たか)

○ 自分の よさが言 いに くい ことに注

目させ る。

(言 いに くいことが再確認 で きたか)

○ 事前に まとめてお いた ものを一 人

一人 に渡 す
。

(自 分 のよ さを見っ め られ たか)

○ 思 い思 いに発表 させ る。

(自 分 のよ さに 自信 を もて たか、新 た

に発見 で きたか)

曳

鍮

鷺
.鑑

』

'

7.誉

○ 黒板 に掲示 し、感情 を込めて読む。

○ 特 にコメ ン トせ ずに余韻を もって

終わ る。

(静 か に自分 を見っめ、個性 を{串ば し

て いこうとい う気持 ちにな ったか)

鐡.

懸
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⑥ 評 価 の工 夫

「自己 を 見 っ め、 自分 の よ さ に気 付 き、 そ れ を伸 ば して い きた い とい う心 情 が 育 った

か」 を 本 時 の 大 き な評 価 の観 点 と して 設 定 した。 一 っ 一 っ の評 価 の観 点 は、 指 導 上 の留

意 点 を裏 か ら見 た もの と と らえ 、 指 導 過 程 の 中 に括 弧 付 きで記 した。 第1時 で は、 机 間

指導 を して 一 人 一 人 の生 徒 と対 話 を しなが ら観 察 し、 マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー を行 って い

る姿 を 評 価 した。 第2時 で も、 ワ ー ク シー トを使 用 しな か っ た ので 、 道 徳 の時 間 の 中 で

は生 徒 の発 言 や表 情 を観 察 して 評 価 した。

道 徳 的 心 情 の深 ま りは、 当 然 一 人 一 人 に よ って違 いが あ る。 特 に 「個 性 の 伸長 」 にお

いて は そ の違 い が 大 き い ので 、 道 徳 の 時 間後 の生 活 にお いて も観 察 し、 評 価 した。

⑦ 授 業 記 録

【第1時 】 この 時 間 は生 徒 の作 業 が 中心 で 、 どの 生 徒 も普 段 の道 徳 の 時 間 と は違 った内

容 に興 味 を も って 取 り組 ん で い た。 教 師 の 予 想 を超 え た色 の ぬ り方 を して い た生 徒 も

少 な くな か っ た。 自分 を表 現 す る色 を ぬ って は み たが 、 イ メ ー ジ と は違 い、 何 度 もぬ

り直 す 生 徒 もい た。 そ の た め 、 時 間 内 に終 わ らな い生 徒 も3分 の1程 度 い た。

【第2時 】 前 時 に作 成 した マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ーを一 斉 に提示 す る ところか ら授 業 に入 っ

た が 、 様 々 な反 応 が あ り、 この 道 徳 の時 間 へ の関 心 が高 ま った。 自分 の作 品 に つ い て

の 説 明 で は、 恥 ず か しさか らか 積 極 的 に発 言 す る生徒 は少 なか った。色 に対 す るイ メー

ジ は、 黒 ・赤 ・白 な どの 原 色 に対 して は同 じよ うな イ メー ジを 抱 き、 そ れ以 外 の色 に

対 して は様 々 な イ メ ー ジ を示 した。 後 半 の 自分 の よ さに っ いて は、 自分 か ら進 ん で発

表 す る生 徒 は な く、 指 名 され て も言 葉 に っ ま って しま う者 が 多 か っ た。 「自分 の よ い

と ころ」 の紙 を も ら った と きは、 み ん な そ の紙 を 真剣 に読 み 、 中 に は 目を潤 ませ て い

る生 徒 もい た。 ま た、 友 達 と交 換 して 見 せ合 う生 徒 が一 人 二 人 と出 る と、 約 半 数 の 生

徒 が お互 い に見 せ 合 って い た。 最 後 の詩 を 聞 くと こ ろで は、 み ん な の気 持 ち が ま と ま

り、 全 員 が顔 を 上 げ、 詩 を食 い 入 る よ う に見 つ めて い た。

な お 、道 徳 の 時 間 が終 了 して も、 うれ しそ うに 「自分 の よい と ころ」 の紙 を見 せ 合 っ

て い た 生 徒 が 何 人 もい た。

・遠慮が し)らない、本 音で話がで きる。

・気軽 に話 せ る、頼 りにな る って感 じ。

・友達 の悩 みを 自分の こと と思 って相談 に

の って くれ る。

・元気 で一緒 にいる とこち らも元気 が出て

くる。

・友達 を多 く作れて大事 に してい る。

・穏 やかでや さ しい ところ。

・明 る くて頭 いい。(一 部 のみ掲 載)

○○(さ ん)の よいと ころ
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⑧ 考 察.

「個 性 の 伸 長 」 〈内 容項 目1-(5)〉 を ね らい と した道 徳 の時 間 に お い て 、 個 性(固 有

の 自分 の よ さ)が わ か って い な い生 徒 に どの よ うに して個 性 を 発 見 させ る か、 自分 の よ

さ を 口 にで き な い、 文 字 に で きな い生 徒 に い か に して 自分 の よ さ を表 現 さ せ るか が大 き

な課 題 で あ っ た。 実 際 に行 った授 業 の 中 で の、 自分 の よ さ につ いて の発 問 ⑤ に対 して も

「別 に な い」 と発 言 す る生 徒 や 黙 って しま う生 徒 が 多 か った。

そ こで 、 マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー と い う手 法 を試 み、 これ が 有効 で あ る こ とが分 か った。

生 徒 は、 我 々 の想 像 以 上 に関 心 を 示 し、 意 欲 的 に取 り組 ん で い た。 一 色 で ぬ る者 、何 色

もの 色 を 使 う者 な ど そ の表 現 は多 様 で 、 しか も生 徒 そ れ ぞ れ の も って い る個 性 が よ く表

れ て い た。 生 徒 一 人 一 人 も、 今 まで 気 付 いて い な か った 自分 を新 た に発 見 した こ と と思

う。

「個 性 の 伸 長 」 を扱 う上 で は、 自 己 を し っか り と見 っ め る こ とが 大 切 で あ る。 時 に は

自分 の 外 に 目 を も って 自分 を 見 る こ と も必 要 で あ る。 そ こで 、 第2時 の授 業 で は資 料 を

プ リ ン トせ ず 、・ワ ー ク シー トも使 わ ず に授 業 を行 った。 この こ とに よ り生 徒 の 気 が そ れ

ぞ れ の 手 元 の資 料 や ワー ク シー トに分 散 す る こ とな く、 生 徒 も教 師 も顔 を上 げ、 目で 気

持 ちを 感 じ、 伝 え合 い な が ら授 業 を行 え た。 生 徒 一 人一 人 も自分 との距 離 を と り、 自分

自身 を 違 っ た角 度 か ら も見 っ め る ことが で きた と感 じて い る。

「自分 の よ い と ころ」 の紙 に 書 か れ た内 容 を 読 み 、 そ れ ぞ れが 自分 の よ さを再確 認 し、

自分 に 自信 が もて た は ず で あ る。 ま た、 「意 外 な と ころ が多 か っ た 」 と 自分 で 意 識 して

い なか っ た 自分 の よ さを新 た に 発 見 した者 も多 か った。 そ の後 「この 手紙 は私 の一 生 の

宝 物 に な る」 と書 い た生 徒 も い た。

詩 「美 し く自分 を染 め あ げ て 下 さ い」 を読 む こ とを 終 末 と した た め、 この 詩 に対 す る

生 徒 の 感 想 は聞 け な か った。 しか し、 そ の後 「授 業 の 雰 囲 気 が和 や か で よ くな った」 と

言 う教 師 や この道 徳 の 時 間 の こ と を題 材 に地 域 の意 見 発 表 会 に参 加 し 「自分 の個 性 を見

っ け伸 ば して い きた い」 と発 表 した生 徒 もい た。 これ は、 自分 の よ さを 見 付 け伸 ば して

い こ うと い う気 持 ち が芽 生 え 、 他 の人 の よ さ も認 め よ うと い う気 持 ち の表 れ だ と感 じて

い る。

決 して 技 巧 に走 った道 徳 の 授 業 を行 お う と は思 って い な い が、 生 徒 が 意 欲 的 に取 り組

め る道 徳 の時 間 を作 って い きた い と思 う。 今 回 の 授 業 で は、 生 徒 が構 え る こ と な く授 業

を 行 う こ とが で きた と考 え る。 授 業 の翌 日に書 いて も ら った感 想 の 中 に も 「楽 しい授 業

で あ った」 「こ う い う授 業 な ら毎 日で も」 と い う もの が あ り、 生 徒 が 意 欲 的 に こ の道 徳

の 時 間 を受 け入 れ て い た こ とを 強 く感 じた。

今 回 の授 業 研 究 全 体 を通 して 強 く思 った こ と は、 「よ さ」 に つ い て 考 え て い く と い う

こ とで 、 お互 い が気 持 ち よ く和 や か な授 業 の 雰 囲 気 をっ くる こ とが で き る と い う こ とで

あ る。 とか く 日常 の学 校 生 活 で は生 徒 の欠 点 に ば か り目が い き、 必 要 以 上 に注 意 して し

ま って い る こ とを痛 感 した。 生 徒 は 自分 探 しの 旅 を 続 け て い るが、 教 師 もま た旅 の途 中

で あ る。 自 己実 現 とい う同 じ地 を互 い に 目指 し、 同 じ旅 路 を た ど る者 と して 温 か い もて

な しを して い け るよ うに な り た い もの で あ る。
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3ま と め

人 は誰 で も 自分 ら し く生 きた い と願 って い る。 「自分 な らで は」 の 生 き方 を した い と思 っ

て い る。 自分 固 有 の よ さ(個 性)を 発 見 で きる と生 き る意 欲 が わ いて くる。 前 向 きに 自分 を

さ らに高 めて い こ う とい う気 持 ち に な って い く。 しか し、 現 実 は 自分 の 個 性 が 発 見 で きて い

な い ことが 多 い。 自分 の個 性 に 自信 を もて て い な い こ とが 多 い。 自分 の 個 性 ・適 性 を し っか

り とっ か み 、 自分 を生 か して い け る進 路 を見 付 け、 活 躍 して い って くれ る こ とを願 う。

今 回 の研 究 で、 まず 個 性 を ど う と らえ るか で苦 慮 した。 「好 ま し くな い こ と も個1

本 当 のi性 と言 って よ い の だ ろ うか 」 「人 との違 い は何 で も伸 ば して い く必 要 が あ るの だ ろ

個性 訓 うか」 。れ ら鹸 討 した結果、我 々第2分 科会 では 「人 それぞれ に は必ず そ の人

固 有 の よ さが あ り、 そ の固 有 の よ さが個 性 で あ る。 よ くな い 、 好 ま し くな い と見

られ る面 もそ の段 階 の個 性 と も言 え るが 、 本 当 の個 性 とは言 え な い。」 とい う結 論 に達 した。

自分 勝手 は決 して 自分 ら しさで は な く、 個 性 で はな い。 生 徒 の未 発達 の面 、 正 さな くて は な ら

な い面 に っ い て適 切 に指導 す る こと は大 切 で はあ るが 、 一 人 一 人 が心 の中 に もって い る よ りよ

く生 きよ うとす る願 い に こたえ て 、 共 に よ りよ く生 きよ う とす る姿 勢 が 何 よ り も大 切で あ ろ う。

ま た、 自分 自身 の個 性 が 分 か って い な い生 徒 に どの よ うに個 性 を発 見 さ せ

個 性 を るか 、 自分 の よ さを 口 や 文 字 に表 わせ な い生 徒 に いか に して 自分 の よ さ を 表

発 見 ・表 現 現 させ る か が大 きな課 題 で あ った。 そ こで、 マ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー とい う 手
1

させ る た め に1法 を試 み、 これ が有 効 で あ る こ とが 分 か った。 さ らに、 それ ぞ れ の よ い と こ

」・ろ を教 職 員 や生 徒 相 互 に よ って 書 か れ た もの を配 布 した
。 これ を読 み 、 自分

の よ さ に 自信 が もて、 意 識 して い なか った個 性 に も気 付 い た と思 う。 これ は 一 人 一 人 の心 の

宝 物 に な る と考 え る。 そ れ と同 時 に、 教 師 に と って も生 徒 の よ さ を さ ら に知 る こ と が で き、

生 徒 との人 間 関 係 が温 か い もの に な る と と もに、 一 人 一 人 の 生 徒 を伸 ば す 視 点 や 、 き っか け

を っ か む こ とに な った。

内 容 項 目 に よ って は、 深 く資 料 を読 み取 り、 文 字 に表 現 す る こ とに よ っ て

目で 語 り合 う 自分 の考 え を深 め て い くこ とが 大 切 な もの もあ る。 しか し、 今 回 、 我 々 は生

道 徳 の時 間 、 徒 も教 師 も顔 を上 げ て行 う道 徳 の授 業 を試 み よ う と した 。 そ の た め、 資 料 を

プ リン トせ ず、 ワー ク シ ー トな ど に も書 か せ な か った 。 読 み物 資 料 の利 用 に

つ いて も終 末 で用 い、 あ え て そ の資 料 に関 す る発 問 はせ ず 、 生 徒 と教 師 が互 い に前 を 向 いて、

顔 と顔 ・目 と 目を 合 わ せ な が ら道 徳 の時 間 を終 え る よ うに した。

中 学 生 は、 人 生 と い う 自分 探 しの旅 の途 中 で 、 多 くの人 や もの に出会 い、

個 性 を伸 ば して 自分 が 徐 々 に見 え て くる。 教 師 は、 旅 人 が道 を 見 失 っ た と きに は、 共 に道

い け る社 会 を を探 し、 ア ドバ イ スの で き る存 在 で あ りた い と思 う。 旅 人 を勇 気 付 け られ

る人 間 で あ りた い。 発 達 段 階 か ら して、 この旅 は、 と き と してっ ら く厳 し

い もので あ ろ うが、 我 々教 師 も強 い意 志 を も って共 に旅 して い きた い と思 う。

自分 を大 切 に で きれ ば 自殺 な どで きな い。 他 人 を大 切 にで き れ ば い じめ な ど しな い 。 誰 に

で も必 ず 、 とて も大 切 な そ の 人 固 有 の よ さ が あ る。 「み ん な ち が って み ん な い い 」 「ち が っ て

い るか ら こそ す ば ら しい」 と教 師 も生 徒 も思 い、 一 人 一 人 の 個 性 を尊 重 し、 伸 長 して い け る

よ う な学 級 ・学 校 ・社 会 を つ くって い きた い と切 に思 って い る。
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IVま とめ と今 後 の課題

本 年 度 は、 「人 間 と して の 生 き方 に つ い て の 自覚 を 深 め、 主 体 的 に生 き る力 を 育 て る道 徳 の

時 間 の指 導 」 を 研 究 主題 と した3年 目で あ る。 今 ま で2年 間 の教 育 研 究 員 道 徳 部 会 及 び 教 育

開発 委員 会 道 徳 部 会 の研 究 成 果 を 踏 ま え、1年 間 研 究 を進 め て き た。 今 年 度 は 、 現 在 の 学 校

教 育 の大 きな 課 題 とな って い る い じめ や不 登 校 な どの 問題 に も強 くか か わ る内 容 項 目3-(2)

「生 命 の尊 重 」(第1分 科 会)」 と、 内容 項 目1-(5)「 個 性 の伸 長 」(第2分 科 会)に っ い て の

指導 の 研 究 に取 り組 ん だ。 そ れ ぞ れ の分 科 会 で主 題 が異 な る た め、 資 料 の 提 示 の 仕 方 や 授 業

の 進 め方 な ど指 導 方 法 は違 う。 第1分 科 会 で は考 え を深 め る た め に ワー ク シ ー トを 使 用 し、

第2分 科 会 で は 目 と 目で 語 り合 え る授 業 を 目指 した。 両 分 科 会 と も中 学 生 と い う多 感 な こ の

時 期 に生 徒 一 人 一 人 が 真 剣 に 自分 自身 を見 っ め 、 語 る こ とが で きた と感 じて い る。

今 年 度 は、 ア ンケ ー ト調 査 で 生 徒 の 一 般 的 な傾 向 を探 るの で は な

生 徒 の視 点 に立 っ た く、職 場 の先 生 や ク ラ ス メー トに 生 徒 一 人 一 人 の よ さや そ の 芽 に っ

道 徳 の時 間 を 目指 して い て 書 いて も らい、 そ れ を座 席 表 や 名 票 に記 し、 そ れ を 踏 ま え た 上

で 授 業 を行 った。 そ の生 徒 な らで は の よ さ を あ らか じめ把 握 して い

る と、 意 図 的指 名 は も とよ り、 一 人 一 人 を み る教 師 の 目が一 段 と温 か い もの に な って い っ た。

い く ら教 師 が 素 晴 ら しい と思 っ た資 料 で も、 そ れ が生 徒 の実 態 に即 して い な け れ ば 生 徒 が

主 体 的 に取 り組 む 授 業 に は な り得 な い。 主 体 的 に取 り組 め て こそ 生 き方 に つ い て の 自覚 が 深

ま る。 よ さを 認 め られ る こ とに よ り主 体 的 に生 き る力 も育 って い く。 そ こで 、 第1分 科 会 で

は ラ ジ オ放 送 され た ドキ ュ メ ン トを資 料 と して選 定 し、 実 際 に録 音 した テ ー プ を 流 し授 業 を

行 った。 第2分 科 会 で はマ イ ン ド ・ク ロ ッキ ー とい う手 法 を 用 い、 詩 を 資 料 と して 終 末 で 用

い た 。 ど ち ら も生 徒 が意 欲 的 に取 り組 み、 自分 を 見 っ め 、 考 え る の に有 効 で あ っ た と考 え る。

両 分 科 会 と も生 徒 の発 言 やっ ぶ や きに耳 を 傾 け、 生 きた授 業 が 展 開 で き

生 き た道 徳 の る よ う柔 軟 な 指 導 過 程 に な る よ う心 掛 け て き た。 我 々教 師 は生 きて い る人

時 間 を 目指 して 間 を相 手 に 指 導 を して い る。 予 想 どお り に いか な い こ と もあ り、 思 い ど お

りに い か な い か ら こそ お も し ろい。

特 に道 徳 の 時 間 に お いて は、 学 力 の進 ん で い る生 徒 もそ うで な い生 徒 も、 運 動 が 得 意 で あ

る生 徒 もそ うで な い生 徒 も人 間 と して 対 等 に参 加 で き る。 本 来 、 道 徳 の 時 間 は誰 もが 生 き生

き と活 動 で き る学 習 の場 で あ る はず で あ る。 よ りよ く生 き よ う と して い る生 徒 一 人 一 人 の気

持 ち に こた え る た め に も、 生 きた 道 徳 の時 間 の授 業 に して い くこ とが 大 切 で あ る。

さらに充実 した

道徳 の時間 に

した い くために

常 に生 徒 の視 点 に立 ち、 生 き た道 徳 の授 業 を 目指 して 研 究 を進 め て い く

中 で 、 生 徒 は そ れ ぞ れ の 「こ だ わ り」 を も って 考 え 、 行 動 して い る こ とが

分 か った。 この そ れ ぞ れ の 「こだ わ り」 を い か に道 徳 の時 間 の 中 で 取 り上

げて い くか が 今 後 の 課 題 で あ る。

ま た、 多 くの 先 生 が 「こ うい う道 徳 な らや って み よ う」 と思 って も らえ

る研 究 に な るよ うに 心 掛 け たつ も りで あ る。 我 々 は多 くの こ とを学 び 、 道 徳 の 時 間 は教 師 と

生 徒 を近 付 け る時 間 で あ る こ とを知 った 。 道 徳 に前 向 きに取 り組 む 教 師 の 輪 を 広 げ て い く こ

とが 、 多 くの人 に支 え られ な が ら研 究 を 進 めて きた我 々 の使 命 で あ り、 今 後 の課 題 で もあ る。
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